
蚊媒介感染症の予防啓発を強化します 

 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
  

 

横浜市では、平成 26 年夏のデング熱国内感染患者発生を受け、蚊媒介感染症の対策を進めて

きました。 

蚊が媒介する感染症には、平成 26年夏に約 70年ぶりの国内感染患者が確認されたデング熱の

ほか、チクングニア熱、ウエストナイル熱など様々なものがあります。特に、平成 27年秋以降、

中南米地域を中心に流行しているジカウイルス感染症は、一般的には軽い症状ですが、神経疾患

を起こす可能性や、妊婦が感染することで胎児に先天的な障害を起こす可能性が指摘されてお

り、国際的にも緊急対策が進められている感染症です。今年の夏にはリオデジャネイロオリンピ

ック・パラリンピックの開催が予定されており、ジカウイルス感染症の流行地域へ渡航される方

も多いと予想されるため、渡航時の感染予防や市内での感染拡大予防が重要です。 

そこで、今年の夏に向けて市民の皆様へより広く注意を呼びかけるため、６月を啓発強化月間

とし、蚊媒介感染症の予防対策について、市民の皆様へ広くお知らせしてまいります。 

また、蚊の生息数やウイルス保有の有無の調査を、昨年度より早く５月 19日から開始します。 

１ 啓発強化月間の取組について                                   

  「蚊に刺されない・蚊を増やさない」対策について広くお知らせします。 

(1) 主な取組内容  

ア 海外に渡航する方への呼びかけ（パスポートセンター、旅行業協会、横浜市国際交流協会との連携） 

イ 開港祭（６月１日、２日）参加者への呼びかけ 

ウ 虫の日イベント（６月４日）（公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会主催）での展示 

（ジカウイルス感染症ってどんな病気？／蚊の生態と対策とは？） ＊裏面参照 

エ 自治会・町内会へのお知らせ：ちらし約 21,000枚の配付、掲示依頼 

オ 区役所、市営地下鉄駅等公共施設へのポスター掲示（約 120枚） 

カ 衛生研究所 市民向け感染症予防セミナーの開催（８月予定） 

(2) 予防対策としてお願いしたいこと～ジカウイルス感染症等から身を守るために～ 

蚊媒介感染症を予防するためには、「蚊に刺されない・蚊を増やさない」両方の対策が 

必要です。自分や周りの方々の身を守るために、次の対策をお願いします。 

蚊に刺されない！ 蚊を増やさない！ 

●蚊が多い場所へ行く時 

には、長袖・長ズボンを 

着て肌の露出を避ける。 

虫よけスプレー・ローション

を使用する。 

●雑草の茂った場所や、 

湿った風通しの悪い 

場所に、長時間とどまる

ことは避ける。  

●蚊の幼虫（ボウフラ）の

発生を防ぐため、 

屋外に水がたまる入れ物

やごみを置いたままに 

せず、片付ける。 

●草やぶは蚊の潜み場所に

なるため、せん定や草む

しりをして風通しを良く

する。 

  

《裏面あり》 
 

平 成 2 8 年 ５ 月 1 8 日 
健 康 福 祉 局 生 活 衛 生 課 
健 康 福 祉 局 健 康 安 全 課 
健康福祉局衛生研究所微生物検査研究課 
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２ 蚊のモニタリング調査について                         

昨年度に引き続き、市内の公園や港湾地区 25 か所で蚊の生息数やウイルス保有の有無等を調

査します。さらに、観光客等の利用者が多い公園等２か所（山下公園、臨港パーク）については、

昨年度より早く５月 19日から調査を開始します。 

(1) モニタリング調査の概要  

 平成 28 年度 （参考）平成 27 年度 

実施時期 ５月 19日～10月下旬 ６月上旬～10月下旬 

実施回数 
山下公園、臨港パーク：月２回×６か月 12回 

その他の公園等   ：月２回×５か月 10回 
月２回×５か月 10回 

実施か所数 25か所(延べ 254ポイント)  ※実施場所詳細は別紙１のとおり 

実施方法 

①CDC ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ法 

（二酸化炭素で蚊を 

おびき寄せるトラップ 

を設置し、蚊を捕獲 

する方法です。 

公園等内１か所に、 

午後から翌日午前中 

まで設置します。） 

 

②人
ひと

囮
おとり

法 

（６月以降、 

山下公園のみ） 

（調査者が８分間立ち、 

捕虫網を足元で振って 

蚊を採取する方法 

です。） 

 

  ＊横浜市では、平成 23年度からデング熱等の蚊媒介感染症に関する定期的な蚊のモニタリング調査を 
実施しており、平成 27年度に実施か所を市内 19か所から 25か所に拡充しました。 

(2) 調査結果について  

調査結果は、横浜市ホームページ上で公表します。 

  これまで、調査した蚊からデングウイルス等が検出されたことはありません。  

(3) 取材対応について 

取材を希望される場合は、別紙２「取材申込書」により、５月 19日（木）17時 までに 

ファックス（045-641-6074）でお申し込みください。 

【取材対応日時及び場所】平成 28年５月 20日（金）10:30～11:00、山下公園 

（CDC ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟのみとなります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

蚊に関すること        健康福祉局生活衛生課長     本間 豊    Tel 045-671-3608 
蚊媒介感染症に関すること   健康福祉局健康安全課長     木村 博和  Tel 045-671-2442 
調査・検査に関すること    衛生研究所微生物検査研究課長  笹尾 忠由  Tel 045-370-9612 

＊「虫の日イベント～人に不快な虫・獣展～」について 

公益社団法人神奈川県ペストコントロール協会が主催する「虫の日イベント」は、 
毎年６月４日（ムシ（虫）の日）に合わせて開催されています。 
横浜市も蚊媒介感染症についてパネル等を展示します。 
●開催日時：平成 28年 6月 4日（土）10：00～19：00 

●会    場：新都市プラザ（横浜駅東口そごう前広場） 

 ※取材を希望される場合は、当日 10:00～12:00に直接会場までお越しください。 

 

 
   昨年の会場の様子 



蚊のモニタリング調査　実施場所

No. 所在区 施設名称

1 大黒中央公園

2 馬場花木園

3 神奈川 三ツ沢公園

4 掃部山公園

5 臨港パーク

6 山下公園

7 横浜公園

8 港の見える丘公園

9 根岸森林公園

10 シンボルタワー

11 南 蒔田の森公園

12 久良岐公園

13 日野公園墓地

14 保土ケ谷 陣ケ下渓谷公園

15 旭 こども自然公園

16 磯子 坪呑公園

17 金沢 海の公園

18 港北 大倉山公園

19 緑 北八朔公園

20 青葉 桜台公園

21 都筑 都筑中央公園

22 戸塚 舞岡公園

23 栄 本郷ふじやま公園

24 泉 泉中央公園

25 瀬谷 二ツ橋南公園

港南

西

中

鶴見

別紙１ 
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